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会 　 計 　 名

　　　
　 　 　 　

実 質 収 支

（単位：千円）

一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

合　　　　計

歳 入 総 額

1,958,168

276,747

109,585

83,703

31,588

375,326

158,328

25,743

132,178

3,191,564

歳 出 総 額

1,858,358

246,668

108,922

83,166

31,587

375,325

148,809

25,742

132,044

3,050,819

歳入歳出差引

99,810

30,079

663

537

1　　

1

9,519

1

134

140,745

翌年度に繰越すべき財源

10,246

0

613

179

0

0

0

0

0

11,038

89,564

30,079

50

358

1

1

9,519

1

134

40,198 40,198 0 0 0

129,707

国民健康保険

国 保 診 療 所

簡 易 水 道

老 人 医 療

観 光 施 設

介 護 保 険

介護サービス

浄 化 槽

後期高齢者医療

平成20年度   決 算 総 括 表

　　　
　 　 　 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

１世帯当たり、１人当たりの歳入・歳出
一般会計を平成20年度末の世帯数

（619世帯）と人口（1992人）で換算

すると、次のようになります。

一世帯当たり 一人当たり

歳入 316万3千円 98万3千円

歳出 300万2千円 93万2千円

平成21年11月１日（２）

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
と
（
９
会
計
）
の
決
算
が

９
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
会
計
の
歳
入
総
額
は
対
前
年
比
率
10
・
２
％
の
増
で

あ
り
、
歳
出
総
額
の
対
前
年
比
率
は
７
・
７
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
村
で
は
目
指
す
村
づ
く
り
の
将
来
像

「
日
本
一
の
水
源
の
郷
を
め
ざ
し
て
」
を
実
現
す
る
た

め
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
各
種
事
業
の
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
財
政
の
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
経
費
削
減
に
努
め
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

国県支出金
　 14.8％

村税 11.5％

使用料等 1.5％

寄付金等 7.7％

諸収入 1.4％

譲与税等 2.3％

繰越金 2.6％

地方交付税 43.8％

村債 14.4％

依存財源
  75.2％

自主財源
　24.8％

   歳入総額
1,958,168千円

目的別歳出
1,858,358千円

民生費 10.3％

衛生費 4.2％

商工費 2.5％　

土木費 12.6％

教育費 8.0％

公債費 13.3％

議会費 1.9％

消防費 7.2％

総務費 24.8％

農林水産業費 15.0％

諸支出金 0.1％

災害復旧費 0.0％

公 表公 表公 表
一般会計

歳入 19億5,816万8千円

歳出 18億5,835万8千円
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区　　　分
20　年　度

決算額 構成比

19　年　度

決 算 額 構成比
増 減 率

目的別歳出状況 （単位：千円、％）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

歳 出 合 計

36,136

460,847

191,996

77,684

279,604

46,141

233,694

134,047

149,071

0

246,418

2,720

1,858,358

38,853

385,827

204,360

68,365

193,551

22,952

156,188

124,998

176,047

88,037

265,597

464

1,725,239

2.3

22.4

11.8

4.0

11.2

1.3

9.1

7.2

10.2

5.1

15.4

0.0

100.0 

増 減 額

△ 2,717

75,020

△ 12,364

9,319

86,053

23,189

77,506

9,049

△ 26,976

△ 88,037

△ 19,179

2,256

133,119

△ 7.0

19.4

△ 6.1

13.6

44.5

101.0

49.6

7.2

△ 15.3

皆減

△ 7.2

486.2

7.7

1.9

24.8

10.3

4.2

15.0

2.5

12.6

7.2

8.0

0.0

13.3

0.1

100.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

　 　

区　　　分
20　年　度

決 算 額 構成比

19　年　度

決 算 額 構成比増 減 額
増 減 率

　

　

　

　　　　

　　

歳 入 状 況

   

　　　
　 　 　 　

（単位：千円、％）

 

村 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲度所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金  

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計 

224,886

15,008

1,200

346

159

17,600

7,385

2,029

857,930

0

13,909

16,337

206,278

84,201

2,042

135,691

13,047

51,609

26,709

281,800

1,958,168

225,010

15,216

1,163

893

649

19,658

8,097

1,642

802,486

0

15,716

14,841

58,781

107,927

464

160,049

3,602

104,194

45,560

190,900

1,776,848

11.5

0.8

0.1

0.0

0.0

0.9

0.4

0.1

43.8

0.0

0.7

0.8

10.5

4.3

0.1

6.9

0.7

2.6

1.4

14.4

100.0

12.7

0.9

0.1

0.1

0.0

1.1

0.5

0.1

45.2

0.0

0.9

0.8

3.3

6.1

0.0

9.0

0.2

5.9

2.6

10.7

100.0

△ 122

△ 208

37

△ 547

△ 490

△ 2,058

△ 712

387

55,444

0

△ 1,807

1,496

147,497

△ 23,726

1,578

△ 24,358

9,445

△ 52,585

△ 18,851

90,900

181,320

△ 0.1

△ 1.4

3.2

△ 61.3 

△ 75.5 

△ 10.5

△ 8.8

23.6

6.9

0.0

△ 11.5

10.1

250.9 

△ 22.0

340.1

△ 15.2

262.2

△ 50.5

△ 41.4

47.6

10.2

平成20年度 決 算決 算決 算



平成21年11月１日（４）

る
さ
と
づ
く
り
団
体
助
成
事
業
、
道

志
み
ち
交
通
量
調
査
）

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

１
７
４
，
６
１
３
千
円

（
村
道
中
山
～
三
ヶ
瀬
線
整
備
、
地

域
防
災
施
設
・
防
災
無
線
整
備
、
行

政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
整
備
、
診
療

施
設
整
備
、ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
）

・
道
志
村
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

３
２
，
７
６
０
千
円

（
告
知
用
端
末
機
購
入
６
０
０
台
）

・
消
防
施
設
整
備
事
業

３
３
，
１
６
４
千
円

（
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
設
置
、
消
防
団
活

動
服
購
入
等
）

・
水
源
の
郷
づ
く
り
推
進
事
業

１
，
７
９
２
千
円

（
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
支
援
11
団
体
、

地
域
産
業
活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

５
団
体
へ
の
助
成
）

・
２
里
塚
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業

３
，
９
２
７
千
円

（
椿
地
内
へ
の
公
園
整
備
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
費
助
成
事
業

３
，
６
３
４
千
円

（
社
協
だ
よ
り
の
発
行
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
活
動
、共
同
募
金
活
動
、

福
祉
バ
ザ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の
会
運
営

等
）

・
身
体
障
害
者
等
福
祉
事
業

２
８
，
７
０
１
千
円

（
重
度
医
療
費
・
自
立
支
援
給
付
費

助
成
事
業
）

・
児
童
福
祉
事
業

５
０
，
４
９
９
千
円

（
児
童
手
当
事
業
、
子
育
て
応
援
特

別
手
当
事
業
、
保
育
所
運
営
事
業
）

・
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業

２
，
３
４
９
千
円

（
５
歳
以
上
の
外
来
と
小
学
６
年
ま

で
の
医
療
費
助
成
）

・
い
き
い
き
健
康
村
ど
う
し
健
診
事
業

８
，
１
８
０
千
円

（
各
種
健
診
事
業
へ
の
助
成
）

・
環
境
保
全
事
業

４
０
，
２
９
７
千
円

（
村
内
一
斉
清
掃
事
業
、
一
般
廃
棄

物
処
理
委
託
事
業
）

２
、
農
林
水
産
関
係

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
５
０
５
千
円

（
農
地
保
全
に
対
す
る
助
成
）

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

３
８
，
４
３
１
千
円

（
県
営
事
業
：
営
農
飲
雑
用
水
工
事
、

唐
沢
活
性
化
施
設
建
築
工
事
等
へ
の

負
担
金
）

・
県
単
土
地
改
良
事
業

１
６
，
６
３
２
千
円

（
農
道
舗
装
工
事
等
）

・
地
籍
調
査
事
業

１
８
，
２
４
９
千
円

（
委
託
費
等
）

・
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業

１
０
，
０
０
０
千
円

（
旧
久
保
分
校
廃
校
活
用
交
流
促
進

施
設
の
設
計
業
務
等
）

・
林
道
改
良
事
業

４
１
，
６
２
０
千
円

（
椿
大
室
指
線
改
良
工
事
、
掛
水
線

改
良
工
事
、
掛
水
線
舗
装
工
事
）

３
、
商
工
観
光
関
係

・
商
工
会
事
業
費
補
助
金

１
，
９
４
０
千
円

（
道
志
村
商
工
会
へ
の
補
助
金
）

・
登
山
道
・
遊
歩
道
等
整
備
事
業

９
，
８
１
９
千
円

（
久
保
吊
橋
修
繕
工
事
、
登
山
道
整

備
等
）

・
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

２
，
２
７
８
千
円

（
横
浜
市
等
で
の
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
）

・
ホ
タ
ル
祭
り
補
助
事
業

１
，
０
０
０
千
円

（
ホ
タ
ル
祭
り
へ
の
補
助
金
）

・
観
光
振
興
事
業
補
助
金

６
，
０
０
０
千
円

（
道
志
村
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
）

１
、
総
務
・
民
生
・
環
境
衛
生
関
係

・
道
志
み
ち
街
路
灯
事
業

４
６
８
千
円

（
街
灯
の
維
持・補
修
）

・
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

５
２
，
３
５
６
千
円

（
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
）

・
道
志
村
過
疎
対
策
事
業

５
６
７
，
０
９
７
千
円

（
自
立
促
進
計
画
１
３
事
業
）

・
定
額
給
付
金
給
付
事
業

２
９
，
６
３
１
千
円

（
定
額
給
付
金
の
交
付
）

・
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対

策
交
付
金
事
業

９
，
６
３
１
千
円

（
中
学
校
体
育
館
耐
震
診
断
事
業
等
）

・
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

事
業１

２
６
，
５
２
０
千
円

（
林
道
舗
装
事
業
等
）

・
路
線
バ
ス
対
策
事
業

４
，
０
５
６
千
円

（
運
行
経
費
へ
の
助
成
）

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

８
０
，
４
８
９
千
円

（
結
婚
・
出
産
祝
金
、記
念
樹
贈
呈
、

公
益
信
託
道
志
水
源
基
金
事
業
、
ふ

平
成
20
年
度

主
な
事
業
の
実
施
状
況



５
、
教
育
関
係

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
事
業

４
１
，
６
９
５
千
円

（
小
・
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

委
託
）

・
高
校
就
学
助
成
事
業

５
，
４
０
０
千
円

（
９
万
円
×６
０
人
）

・
外
国
青
年
招
致
事
業

３
，
９
６
４
千
円

（
外
国
人
指
導
助
手
人
件
費
等
）

・
中
学
校
体
育
館
耐
力
度
調
査

１
，
２
１
８
千
円

（
耐
力
度
調
査
委
託
）

・
学
校
管
理
事
業

１
，
３
０
２
千
円

（
中
学
校
生
徒
用
玄
関
サ
ッ
シ
修
繕
）

・
文
化
財
保
護
事
業

２
，
２
６
８
千
円

（
文
化
財
発
掘
事
業
等
）

・
体
育
協
会
補
助
事
業

２
，
３
０
０
千
円

（
道
志
村
体
育
協
会
へ
の
補
助
）

・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
屋
内
プ
ー
ル
運
営
管
理

４
，
９
３
１
千
円

（
消
防
施
設
点
検
、
燃
料
費
、
修
繕

費
等
）

（５）

道 志 村 財 政 調 整 基 金

村 債 管 理 基 金

道志村公共施設整備等事業基金

土 地 開 発 基 金

道 志 村 ふ る さ と 振 興 基 金

中山間地ふるさと水と土保全対策基金

西 川 教 育 基 金

道 志 村 地 域 福 祉 基 金

道志村国民健康保険財政調整基金

道志村観光施設等特別会計基金

広域常備消防事務委託費負担金基金

道 志 村 介 護 保 険 基 金

道志村国民健康保険診療所施設整備基金

日本一の水源の郷づくり道志村応援基金

道志村介護従事者処遇改善臨時特例基金

合　　　　　計

383,412

132,250

307,359

116,825

107,326

9,929

21,302

100,000

68,356

22,353

64,905

5,571

2,500

1,080

1,592

1,344,760

基金現在高の状況（平成20年度末現在）
（単位：千円）

４
、
土
木
・
上
下
水
道
関
係

・
土
木
総
務
費

１
，
７
６
７
千
円

（
特
定
建
築
物
定
期
検
査
、
わ
が
家

の
耐
震
診
断
事
業
、
村
道
台
帳
補
正

業
務
）

・
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

２
，
７
５
０
千
円
（
35
基
）

・
村
道
維
持
事
業

１
，
４
５
９
千
円

（
村
道
除
雪
、
補
修
材
購
入
等
）

・
道
路
維
持
事
業

６
，
５
１
５
千
円

（
中
山
橋
迂
回
路
整
備
、
室
久
保
線

舗
装
工
事
、
馬
込
沢
歩
道
橋
設
置
、

道
坂
線
溝
蓋
設
置
、
菜
畑
線
改
修
、

中
山
・
三
ヶ
瀬
線
補
修
、
田
代
線
溝

蓋
設
置
、
舗
装
修
繕
、
大
栗
線
改

修
、
岩
瀬
・
谷
相
線
整
備
等
）

・
道
路
新
設
改
良
事
業

１
０
，
５
６
１
千
円

（
中
山
・
三
ヶ
瀬
線
測
量
設
計
及
び

改
良
、
久
保
線
舗
装
、
中
山
橋
上
部

製
作
架
設
、
中
山
橋
仮
設
橋
設
置
、

釜
之
前
・
野
竹
沢
線
改
修
、
中
入
・

小
善
地
線
改
修
）

・
住
宅
管
理
事
業

１
，
５
５
６
千
円

（
池
の
原
団
地
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
修

繕
等
）

起債区分 金額

一 般 単 独 事 業 債

公 営 住 宅 建 設 事 業 債

教育・福祉施設等整備事業債

災 害 復 旧 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

減 税 補 て ん 債

臨 時 税 収 補 て ん 債

臨 時 財 政 対 策 債

合　　　　計

77,331

16,561

12,354

31,356

1,166,445

26,266

7,999

594,859

1,933,171

3

1

2

6

12

9

1

14

48

地方債現在高の状況（平成20年度末現在）
（単位：千円）

起債区分 金額件数
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平成20年度 決算に基づく健全化判断比率
及び資金不足比率の公表

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、道志村の健全化判断比率及び資金不足比率を公

表します。

この法律は地方自治体の財政状況を四つの指標（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債

費比率、④将来負担比率）で数値化し、その指標によって破たんの可能性が高い「早期健全化団体」や、

破たん状態にある「財政再生団体」を認定し、再建に向けた計画策定と実施を義務付ける法律です。

道志村では、いずれの指標においても早期健全化基準を下回っているため、健全な財政状況であると

判断されます。

①実質赤字比率
一般会計及び道志村観光施設等事業特別会計における標準財政規模（※）に対する実質収支の赤字割

合で、道志村の場合、15.00％が早期健全化の警戒ラインですが、平成20年度決算では約8,956万円の

黒字決算となっているため、数値としては算定されません。

※標準財政規模：地方自治体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模

②連結実質赤字比率
一般会計と国民健康保険などの全ての特別会計における標準財政規模に対する実質収支の赤字割合

で、道志村の場合、20.00％が早期健全化の警戒ラインですが、平成20年度決算では約12,970万円の黒

字決算となっているため、数値としては算定されません。

③実質公債費比率
標準財政規模に対する地方債の償還に要した一般財源の割合 (３年平均) で、道志村の場合、25.00％

が早期健全化の警戒ラインですが、平成20年度決算では8.0％となっています。

④将来負担比率
標準財政規模に対する将来負担額（債務合計から充当可能財源を控除して算出）の割合で、道志村の

場合、債務合計が約30億円、充当可能財源等が約32億円で将来負担額がマイナスとなり350.0％が早期

健全化の警戒ラインですが、数値としては算定されません。

資金不足比率
事業の規模に対する公営企業ごとの資金不足額の割合で、道志村の場合、簡易水道事業特別会計及び

浄化槽事業特別会計が該当となりますが、それぞれ黒字決算となっているため、数値としては算定され

ません。

指　標　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

決算に基づく数値

−

−

8.0％

−

早期健全化基準

15.00％

20.00％

25.0 ％

350.0  %

財政再建基準

20.00％

40.00％

35.0 ％

1. 健全化判断比率

特別会計名

簡易水道特別会計

下水道特別会計

決算に基づく数値

−

−

2. 資金不足比率

※−は０％以下のため数値として
算定されません。



（７）

平
成
21
年
８
月
５
日
か
ら
８
月
10
日
ま

で
の
間
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
20
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
審
査
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

す
。道

志
村
監
査
委
員
　
　
大
�房
�一
�邦
　
　
　
　
������　
　
����　
���　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
�藤
�一
�仁

【
審
査
方
針
】

道
志
村
の
平
成
20
年
度
一
般
会
計
に
お

け
る
決
算
額
は
１
，
８
５
８
，
３
５
８
千

円
で
前
年
度
決
算
額
１
，
７
２
５
，
２
３

９
千
円
に
対
し
７
．２
％
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
財
政
基
盤
の
弱
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
財
源
確
保
に
向
け
た
各
種
取
組

み
の
成
果
に
よ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

平
成
20
年
度
に
お
け
る
監
査
は
、
安
定

的
な
財
源
を
確
保
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
い
か
に
効
率
的
な
財
政
運
営
と
事
務

事
業
の
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る
か
「
財
務

諸
表
」
「
平
成
20
年
度
決
算
状
況
及
び
主

要
施
策
の
実
績
」
を
中
心
に
関
係
各
課
職

員
か
ら
内
容
説
明
を
聴
取
し
、
審
査
を
実

施
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
に
策
定
さ
れ
た
新
道

志
村
行
政
改
革
大
綱
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

要
旨
で
あ
る
「
住
民
自
治
の
推
進
」
「
ス

リ
ム
な
行
政
の
確
立
」
「
健
全
な
財
政
の

確
立
」
に
向
け
た
政
策
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
、
予
算
の
執
行
状
況
か
ら
計
画

性
、
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
か
に
着
目

し
、
審
査
を
実
施
し
た
。

【
審
査
着
眼
点
】

（
１
）
�財
政
健
全
化
に
向
け
た
計
画
性

（
２
）
�事
業
の
計
画
性

（
３
）
�事
業
の
公
益
性

（
４
）
�工
事
執
行
状
況
の
適
格
性

（
５
）
�団
体
補
助
金
の
額
及
び
適
正
性

【
一
般
会
計
審
査
結
果
】

（
１
）
財
政
諸
表
（
実
質
赤
字
比
率
・
連

結
実
質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費
比

率
・
将
来
負
担
比
率
）
の
数
値
は
健
全

に
推
移
し
、
類
似
団
体
と
比
較
し
て
も

良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

（
２
）
各
種
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
道
志
村
総
合
計
画
・
道
志
村
過
疎

計
画
と
の
概
ね
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い

る
。
　
　
　

ま
た
、
道
志
村
行
政
改
革
大
綱
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
に
則
し
た
人
件
費

の
削
減
、
職
員
の
定
員
管
理
、
組
織
機

構
の
構
築
（
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
）
、

電
子
自
治
体
の
推
進
等
が
図
ら
れ
、
ス

リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
へ
の
取
組
み
が

伺
え
る
。

引
き
続
き
ロ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
実
施

等
を
重
ね
、
計
画
と
合
致
し
た
事
務
事

業
の
実
施
を
望
む
。

（
３
）
事
業
の
公
益
性
に
重
視
し
た
防
災

無
線
の
整
備
、
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
、
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等
の
事

業
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
偏

り
の
な
い
行
政
の
推
進
に
配
慮
さ
れ
た

い
。ま

た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観

点
か
ら
、
少
額
で
要
望
に
即
応
で
き
る

道
路
修
繕
費
等
の
予
算
確
保
も
検
討
さ

れ
た
い
。

（
４
）
工
事
執
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
工

事
請
負
契
約
件
数
77
件
に
対
し
入
札

に
付
し
た
も
の
42
件
で
随
意
契
約
を
行

っ
た
も
の
35
件
で
あ
っ
た
。

随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、
道
志
村
財

務
規
則
に
よ
り
経
済
性
、
特
殊
性
、
緊

急
性
等
を
考
慮
し
た
契
約
が
成
さ
れ
て

い
る
が
、
極
力
競
争
入
札
に
付
し
、
適

格
な
工
事
執
行
を
求
む
。

（
５
）
団
体
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
自

立
、
育
成
が
そ
の
目
的
で
あ
る
が
期
限

付
き
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
検
討
さ
れ

た
い
。

【
特
別
会
計
審
査
結
果
】

国
民
健
康
保
険
の
推
移
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
額
に
対
す
る
保

険
事
業
者
が
負
担
す
る
保
険
給
付
費
額

（
医
療
費
負
担
）
の
割
合
が
６
１
．８

７
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
医
療
費
は

１
３
５
，
８
１
５
千
円
で
対
前
年
度
比

６
．９
％
の
増
で
あ
っ
た
。
医
療
費
の

増
は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
医
療
技

術
の
高
度
化
に
伴
い
今
後
も
増
加
の
一

途
を
辿
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
結
果
的

に
村
民
の
保
険
料
の
負
担
増
に
繋
が
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
保
健
事
業
の
中

で
各
種
検
診
事
業
や
保
健
指
導
事
業
が

頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
予
防
医
療
の

強
化
、
充
実
に
向
け
て
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

今
後
も
継
続
的
な
事
業
の
実
施
を
行

い
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
緊
密
な
連
携

を
確
保
し
、
医
療
費
の
抑
制
に
繋
げ
る

と
と
も
に
、
村
民
福
祉
の
向
上
に
努
力

さ
れ
た
い
。

平
成
21
年
度
に
お
い
て
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
改
築
を
行
う
が
22
年
度
供
用
開
始

に
向
け
て
施
設
利
用
計
画
の
策
定
と
、

管
理
体
制
の
整
備
が
早
急
に
必
要
で
あ

る
。浄

化
槽
特
別
会
計
に
お
け
る
合
併
浄

化
槽
の
整
備
率
は
67
％
に
達
し
た
が
、

平
成
20
年
度
の
整
備
戸
数
が
極
端
に
減

少
し
て
い
る
。
年
度
計
画
に
則
し
た
事

業
の
実
施
に
努
力
を
要
す
る
。

以
上
が
意
見
書
の
要
旨
で
す
。

決
算
審
査
意
見
書
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報
告
第
五
号
　
平
成
二
十
年
度
決
算
に
基
づ
く
道
志
村
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
三
号
　
道
志
村
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
場
外
離
着
陸
場
設
置
及
び
管
理
条

例

議
案
第
五
十
四
号
　
道
志
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
五
十
五
号
　
道
志
村
老
人
医
療
費
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
五
十
六
号
　
道
志
村
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
五
十
七
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
道
志
村
防
災
無
線
施

設
設
置
工
事
）

議
案
第
五
十
八
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
三
回
）

議
案
第
五
十
九
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
六
十
号
　
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
六
十
一
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
六
十
二
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
回
）

九
月
議
会
定
例
会

会
期
　
九
月
八
日
〜
十
八
日

全
案
件
に
つ
い
て
可
決
・
同
意
・
採
択

議
案
第
六
十
三
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
回
）

議
案
第
六
十
四
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
回
）

議
案
第
六
十
五
号
　
道
志
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

認
定
第
一
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
二
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

認
定
第
三
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
四
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

認
定
第
五
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

認
定
第
六
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
七
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

認
定
第
八
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

認
定
第
九
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

認
定
第
十
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

請
願
第
二
号
　
国
道
四
一
三
号
線
月
夜
野
、
野
原
間
バ
イ
パ
ス
（
ト
ン
ネ
ル
）

化
に
関
す
る
請
願
書

発
議
第
四
号
　
国
道
四
一
三
号
整
備
促
進
に
係
る
意
見
書



（９）

一
般
質
問

九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
３
名
よ

り
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
の
趣
旨
と
こ
れ
に
対
す
る
村
長

な
ど
執
行
部
の
答
弁
の
趣
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
番
議
員
（
杉
本
秀
明
議
員
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
長

質
問

◯
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

世
界
的
に
拡
大
を
見
せ
て
い
る
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
い
よ
い
よ
身
近
に
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
大
変
な
事
態
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
本
村
に
於
い
て
は
対
策

行
動
計
画
を
４
月
に
立
て
て
い
る
所
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
入
手
状
況
や
行
動

計
画
の
再
度
確
認
や
機
能
確
認
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

回
答

○
総
務
課
長

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
こ
の
補
正
予
算
に
て
少
し
の

金
額
で
は
あ
り
ま
す
が
予
算
を
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情
報
で
す
け
れ
ど

も
５
月
以
降
で
す
が
、
全
国
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
疑
い
の
あ
る
患
者
に

か
か
る
救
急
搬
送
の
状
況
で
す
が
、
９
月

７
日
ま
で
に
５
７
７
人
、
こ
の
内
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
確
認
さ
れ
た
も
の

に
つ
き
ま
し
て
は
１
０
５
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
県
内
で
は
８
人
が
搬
送
さ
れ
、

う
ち
４
人
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
に
お
き
ま
し

て
も
３
名
の
小
学
生
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ａ
型
陽
性
の
診
断
を
医
師
か
ら
受
け
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
確
認
は
し
て

い
な
い
も
の
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
行
動
計
画
に
よ
り
、
村
と
し
て
対
策
会

議
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
入
手
の
件
で
す
が
、
昨
日

厚
生
労
働
省
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

用
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、
国
と
委

託
契
約
を
結
ん
だ
医
療
機
関
で
、
原
則
と

し
て
予
約
制
で
行
う
な
ど
と
す
る
な
ど
の

方
針
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
製
造
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
も
あ
り
、
数
量
に
つ
い
て
は
、

村
独
自
で
の
数
量
の
要
求
に
は
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

優
先
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診
療
に
従
事
す
る
医

師
、
医
療
従
事
者
、
妊
婦
及
び
基
礎
疾
患

を
有
す
る
者
（
こ
の
中
で
も
、
１
歳
～
就

学
前
の
小
児
の
接
種
を
優
先
）
、
１
歳
～

就
学
前
の
小
児
、
１
歳
未
満
の
小
児
の
両

親
の
順
に
接
種
を
開
始
す
る
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
。

行
動
計
画
の
確
認
、
機
能
状
況
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
の
こ
と
で
す
け

ど
も
、
こ
の
行
動
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

策
定
後
初
め
て
の
こ
と
で
す
の
で
、
実
際

の
対
応
や
手
順
、
県
や
国
と
の
窓
口
・
情

報
の
伝
達
・
予
防
薬
の
備
蓄
な
ど
道
志
村

の
実
体
に
あ
っ
た
機
能
に
し
て
い
く
改
正

は
必
要
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
全
職

員
に
地
域
防
災
計
画
と
同
様
周
知
を
し
て

い
き
同
じ
認
識
の
中
で
行
動
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

◯
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

日
本
各
所
で
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

を
策
定
し
て
い
る
中
で
、
本
村
に
お
い
て

も
同
様
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
短
期
，
中

期
、
長
期
の
計
画
の
中
で
具
体
的
な
工
程

が
で
き
て
い
る
の
か
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

道
志
村
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
、

村
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
利
活
用
し
循

環
型
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。
特
に
本
村
の
最
大
の
資
源
で
あ

り
ま
す
森
林
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
循
環
型
の
産
業
を
創
出
し
村
の

活
性
化
に
繋
げ
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
、
７
月
31
日
に
は
本
村
の
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
が
国
の
機
関
か
ら
公

表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
本
格
的
な

事
業
展
開
に
向
け
て
そ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
生
ゴ
ミ
等
の
た
い
肥
化
、

廃
食
油
等
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
、
間
伐
材
等
の
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
化
の
３
つ
の
柱
を
短

期
・
中
期
・
長
期
の
工
程
計
画
で
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
短
期
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て「
生

ゴ
ミ
・
豚
糞
・
浄
化
槽
汚
泥
・
お
が
こ
」

な
ど
に
よ
る
、
た
い
肥
化
の
事
業
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
中
長
期
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て

「
廃
食
油
等
に
よ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
・
間
伐
材

等
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
化
」
こ
れ

ら
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
分
野

に
関
し
ま
し
て
は
、
今
後
、
社
会
動
向
、

本
村
の
地
域
状
況
を
見
定
め
な
が
ら
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
す
。

再
質
問

具
体
的
に
何
年
度
に
ど
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
だ

全
然
で
て
い
な
い
で
す
か
。
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回
答

○
産
業
振
興
課
長

具
体
的
に
は
、
短
期
、
中
期
、
長
期
と

い
う
よ
う
な
こ
う
い
っ
た
工
程
の
中
で
、

短
期
２
年
程
度
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
し

て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
平
成
22
年
度
か

ら
２
年
、
２
年
、
２
年
と
い
う
よ
う
な
考

え
方
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

五
番
議
員
（
藤
原
光
政
議
員
）

経
済
建
設
常
任
委
員

質
問

◯
雇
用
創
出
対
策
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

雇
用
創
出
対
策
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
で
す
が
、
｢ふ
る
さ
と
再
生
事
業
特

別
交
付
金
及
び
緊
急
雇
用
事
業
｣の
活
用

に
つ
い
て
、
21
年
度
８
月
ま
で
に
お
い
て

ど
の
事
業
で
ど
の
く
ら
い
進
捗
し
た
か
伺

い
ま
す
。

回
答

○
総
務
課
長

村
独
自
の
雇
用
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

８
月
の
臨
時
議
会
で
、
民
生
費
・
衛
生

費
・
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
・
土
木
費

で
賃
金
等
を
補
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
総

額
で
９
，
３
１
４
千
円
の
補
正
予
算
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
内
で
す
ね
８
月
末
ま
で
に
は
、
そ

の
内
の
金
額
と
し
て
は
執
行
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
た
だ
今
月
に
入
り
ま
し
て
、
産

業
振
興
課
に
お
い
て
８
月
末
か
ら
作
業
員

を
募
集
し
19
名
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
４

日
か
ら
道
路
の
草
刈
り
の
作
業
を
お
願
い

し
、
現
在
は
15
名
の
方
が
実
際
に
道
草
の

道
路
の
草
を
刈
っ
て
い
る
草
刈
り
を
し
て

い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
の
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
住
民
健
康
課
、
産

業
振
興
課
の
方
で
順
次
雇
用
を
し
て
い
き

消
化
を
し
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。質

問
◯
新
し
い
診
療
所
向
か
い
の
山
か
ら
の

落
石
に
つ
い
て

新
築
中
の
総
合
診
療
所
向
か
い
の
山
か

ら
の
落
石
が
散
見
さ
れ
、
相
当
大
き
な
も

の
が
落
ち
て
お
り
ま
す
。
台
風
時
あ
る
い

は
春
先
の
雪
ど
け
で
す
ね
、
ど
の
よ
う
な

対
策
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

ご
指
摘
の
山
の
斜
面
は
非
常
に
急
峻
で

あ
り
ま
し
て
、
山
の
下
に
あ
る
村
道
あ
る

い
は
プ
ー
ル
、
新
し
い
診
療
所
な
ど
利
用

者
に
お
い
て
は
落
石
が
発
生
し
た
場
合
は
、

非
常
に
危
険
度
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
村
と
し
ま
し
て
も
防

災
対
策
を
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
一
般
的
に
は
落
石
防

止
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
あ
る
一
定
の
落

石
を
対
象
に
待
ち
受
け
型
の
防
護
ネ
ッ
ト

等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
す
る

方
法
等
が
あ
り
ま
す
が
、
想
定
を
超
え
る

よ
う
な
落
石
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
の

で
、
ま
た
別
の
対
策
が
必
要
に
な
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て

も
、
現
地
の
調
査
が
ま
ず
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
現
地
の
調
査
を
早
急
に
実
施
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

◯
村
内
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

村
内
に
お
い
て
、
人
命
に
か
か
わ
る
と

思
わ
れ
る
危
険
箇
所
が
、
ど
の
く
ら
い
あ

っ
て
、
そ
の
対
策
と
住
民
へ
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

村
内
の
土
砂
災
害
に
よ
る
危
険
個
所

は
、
現
在
１
１
７
か
所
あ
り
ま
す
。
内
訳

と
し
ま
し
て
は
、
土
石
流
危
険
渓
流
56
か

所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
個
所
61
か
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
で
は
県
に
お
願
い

し
県
事
業
と
し
て
、
優
先
度
の
高
い
個
所

か
ら
順
次
こ
れ
ら
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
整
備
が
現
在
の
と
こ
ろ
追
い

つ
か
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
県
に
お
き

ま
し
て
は
「
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
」
を
平
成
19
年
度
か
ら
本
年
度

ま
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

は
、
こ
の
調
査
に
基
づ
く
指
定
の
危
険
個

所
を
住
民
に
周
知
し
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
等
を
図
り
村
民
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

◯
県
道
２
４
号
（
都
留
～
道
志
）
線
に

つ
い
て

県
道
２
４
号
線
は
カ
ー
ブ
が
多
く
て
そ

の
カ
ー
ブ
が
狭
く
急
な
の
で
改
良
・
改
修

に
つ
い
て
、
県
へ
の
要
望
あ
る
い
は
要
請

は
ど
の
よ
う
に
し
て
き
た
か
、
ま
た
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

ご
承
知
の
と
お
り
平
成
16
年
の
都
留
市

と
の
合
併
協
議
時
に
道
志
村
か
ら
新
ら
た

な
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
道
坂
ト
ン
ネ
ル
の

要
望
を
最
優
先
課
題
と
し
て
出
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
道
路
を
管
理
す

る
県
は
「
道
坂
ト
ン
ネ
ル
を
整
備
し
て
か

ら
十
数
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
」
と
し
て

県
に
よ
る
新
ト
ン
ネ
ル
整
備
は
難
し
い
と
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の
見
解
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
村
と
し
ま
し
て
も
そ

の
後
の
要
望
等
は
特
に
行
っ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
道
志
村
の
将
来
を
見
据

え
た
中
で
、
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
た
本
道
路

の
改
善
要
望
と
な
る
基
本
的
な
方
向
付
け

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
お
知
恵
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

再
質
問

雇
用
創
出
の
関
係
で
す
が
、
失
業
し
た

り
し
て
い
る
方
も
大
変
お
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
極
力
早
め
の
予
算
執
行
。

次
に
診
療
所
の
件
で
す
が
、
早
急
に
現
地

調
査
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
２
点

は
要
望
事
項
で
す
。

質
問
と
し
て
、
危
険
箇
所
の
関
係
で
す

が
、
21
年
度
中
に
マ
ッ
プ
と
い
い
ま
す
か
、

ど
こ
が
ど
う
だ
と
い
う
調
査
を
県
と
し
て

終
わ
る
わ
け
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
マ
ッ

プ
の
配
布
を
住
民
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
道
の
関
係
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
知
恵

を
拝
借
し
て
と
い
う
話
で
す
け
れ
ど
も
、

ト
ン
ネ
ル
が
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
に

し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
要
望
を
し
た
ら
ど

う
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

マ
ッ
プ
で
す
が
、
こ
れ
は
防
災
マ
ッ
プ

と
い
う
も
の
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
そ
の
土
木
の
方
で
持
っ
て
い
る

災
害
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の
防
災
の
関
係

も
こ
の
マ
ッ
プ
に
組
み
込
ん
だ
よ
う
な
地

域
の
マ
ッ
プ
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
方
向
で
総
務
課
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
最
高
地
が
ト
ン

ネ
ル
の
高
さ
、
そ
れ
か
ら
神
地
の
ふ
も
と

の
高
さ
と
こ
の
間
の
高
さ
が
あ
る
な
か
で
、

一
定
の
勾
配
で
道
路
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ブ
を
一
つ
無
く
す
と
い
う
こ
と
は
勾

配
が
き
つ
く
な
る
と
い
う
前
提
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
カ
ー
ブ
を
一
つ
改
善
す
る
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
含

め
改
善
す
る
た
め
の
検
討
を
こ
れ
か
ら
一

緒
に
な
っ
て
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
番
議
員
（
佐
藤
喜
章
議
員
）

総
務
常
任
委
員
長

質
問

◯
診
療
所
の
診
察
開
始
時
期
に
つ
い
て

診
療
所
の
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
が
、
診
察
の
開
始
は
い
つ
頃
に

な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
ま
し

て
大
型
バ
ス
が
回
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ

と
で
、
谷
相
の
方
の
道
路
も
改
良
す
る
と

い
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
進
行

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
伺

い
ま
す
。

回
答

○
住
民
健
康
課
長

診
療
所
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
今
年
中

に
診
療
開
始
を
見
込
ん
で
早
期
に
入
札
を

実
施
し
た
わ
け
で
す
が
、
建
築
確
認
を
い

た
だ
く
ま
で
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
役
場
の
土
地
で
は

あ
り
ま
す
が
中
に
農
地
が
あ
っ
た
り
、
赤

線
が
あ
っ
た
り
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
土

地
の
区
画
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
り
、

ま
た
浄
化
槽
の
位
置
を
川
側
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

要
望
で
山
側
に
変
更
し
た
り
で
、
そ
の
解

決
に
予
想
よ
り
は
る
か
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
工
事
が
若
干
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
の
た
め
業
者
と
進
行
状
況
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
が
、
22
年
１
月
完
成
を
目
指

し
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
診

療
開
始
は
２
月
中
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
も
業
者
と
共
に
工
程
管
理
に
万
全
を

期
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

谷
相
に
抜
け
る
道
路
計
画
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
本

道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
県
事
業
で
あ

り
ま
す
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ

っ
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
村
道
室
久
保
線
の
分
岐
点

か
ら
中
学
校
入
り
口
ま
で
の
測
量
設
計
と

工
事
、
さ
ら
に
は
支
線
の
測
量
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
谷
相
側

に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度
以
降
の
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
過
日
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
設
計
変
更
に
関
し

て
関
係
者
の
ご
了
承
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
説
明
会
の
日
程
調
整
を
行

っ
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。



質
問

◯
観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

観
光
立
村
の
政
策
の
な
か
で
観
光
資
源

の
発
掘
、
新
設
、
既
存
の
活
用
等
あ
り
ま

す
が
、
国
道
沿
い
の
桜
の
木
は
植
樹
後
30

年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
あ
り
、
毎
年
花

を
咲
か
せ
て
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
桜
が
病
気
の
た
め
年
々
痛
ん
で

お
り
ま
す
。
議
会
議
員
が
中
心
と
な
り
ま

し
て
何
本
か
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
の
雇
用
創
出
の
予
算
を

使
い
ま
し
て
、
道
の
草
刈
り
と
合
わ
せ
て

桜
の
手
入
れ
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

手
入
れ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
樹
木

医
等
と
言
わ
れ
る
人
が
い
ま
す
の
で
、
こ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
最
善
の
方
法
で
、

観
光
資
源
の
桜
を
守
り
育
て
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
道
の
駅
「
ど
う
し
」

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
計
画
の
進
行
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

国
道
沿
い
の
桜
に
つ
い
て
は
、
本
村
の

大
事
な
観
光
資
源
の
一
つ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
管

理
が
で
き
な
い
ま
ま
に
来
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
反
省
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。今

後
に
つ
い
て
で
す
が
、
桜
の
病
気
の

部
分
、
道
路
交
通
あ
る
い
は
通
信
ケ
ー
ブ

ル
に
支
障
と
な
る
枝
等
、
問
題
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
順
次
、
必
要
な
手
入
れ
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
道
の
駅
の
民
営
化
の
進
捗
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式

に
よ
る
指
定
管
理
者
の
導
入
の
方
向
で
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
年
度
内
の

工
程
で
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

ご
確
認
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
工
程
に
基
づ
き
ま
し
て
、

そ
の
受
け
皿
と
な
る
「
道
志
む
ら
づ
く
り

会
社
」
仮
称
で
す
が
設
立
に
向
け
て
、
本

年
７
月
31
日
に
第
１
回
の
「
民
営
化
設
立

準
備
委
員
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
年
度
内
の
法
人
設
立
を
目
標

に
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
の
駅
の
民
営
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
受
け
皿
と
な
り
ま
す
そ
の
「
法
人
」

の
設
立
後
に
お
い
て
、
本
年
度
中
の
指
定

管
理
者
の
指
定
を
進
め
て
い
く
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。

質
問

◯
村
政
運
営
に
つ
い
て

先
ほ
ど
村
長
の
あ
い
さ
つ
に
あ
り
ま
し

た
と
お
り
、
民
主
党
の
政
権
に
交
代
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
村
の
基
本
的
な

考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

回
答

○
村
長

８
月
30
日
執
行
の
衆
議
院
選
に
お
い
て
、

民
主
党
は
３
０
８
議
席
を
獲
得
し
政
権
交

代
が
確
実
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

９
月
16
日
召
集
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
首

相
指
名
を
受
け
、
鳩
山
総
理
以
下
の
内
閣

の
顔
ぶ
れ
も
出
揃
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
や
県
か
ら
流
れ
て
く
る
情
報
も
今
後

ど
う
い
う
状
況
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
村
と
し
て
も
非
常
に

心
配
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

に
則
り
、
大
幅
な
予
算
の
組
み
替
え
や
制

度
改
革
に
着
手
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
法

改
正
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
時
間
が
か
か

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
し
ば
ら
く
混
乱
が

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
県
の
例
で
い
い
ま
す
と
国

の
補
正
で
決
定
し
た
、
基
金
の
積
み
立
て

を
原
資
と
す
る
事
業
等
も
見
直
し
が
出
る

た
め
、
現
在
決
定
し
て
い
る
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
予
定
ど
お
り
進
む
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

民
主
党
の
政
策
は
、
自
民
党
の
行
っ
て

き
た
企
業
、
公
共
事
業
等
を
と
お
し
て
の

予
算
の
流
れ
か
ら
子
ど
も
手
当
、
高
速
道

路
無
料
化
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
生
活

者
へ
の
直
接
支
援
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
等
の
供
給
者
側
か
ら
生
活
者
で
あ
る

消
費
者
へ
と
政
策
の
力
点
の
シ
フ
ト
は
、

こ
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
ど
う
進
む

の
か
、
ま
た
CO2

の
25
％
削
減
も
含
め
景
気

動
向
も
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

財
源
は
行
財
政
改
革
を
行
っ
て
福
祉
や

教
育
に
重
点
を
置
く
も
の
の
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
地
方
に
関
し
て
は
基
本
法
制
定
後

６
年
か
ら
８
年
で
導
入
を
目
指
し
て
い
る

道
州
制
の
問
題
や
、
財
政
も
ひ
も
付
き
の

補
助
金
か
ら
地
方
の
裁
量
で
自
由
に
使
途

を
決
め
ら
れ
る
一
括
交
付
金
的
な
も
の
に

す
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
し
、
さ
ら
な
る
地

方
分
権
を
進
め
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
政
と
の
関
係
で
い
い
ま
す
と

公
共
事
業
の
削
減
、
一
括
交
付
金
で
の
財

政
運
用
が
進
む
中
、
こ
う
し
た
中
で
は
地

域
誘
導
的
な
国
政
と
の
関
係
も
お
の
ず
か

ら
変
化
を
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
あ
り
、
地
方
自
治

体
も
覚
悟
を
も
っ
て
臨
ま
な
い
と
ま
す
ま

す
自
治
体
間
の
格
差
も
進
展
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
昭
和
45
年
か
ら
62

兆
、
過
疎
対
策
に
充
て
ら
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
過
疎
怯
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
継
続
が
ほ
ぼ
確
定
か
と
思
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
暗
雲
の
立
ち
込
め
る
状

況
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
極
端
に
走
る

と
も
思
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
長
期
的
に

見
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
で
落
ち
着

い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

県
と
し
て
も
民
主
党
が
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス

ト
に
基
づ
き
政
策
を
実
行
し
た
場
合
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
、
影
響
分
析
を
進
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め
て
お
り
ま
す
の
で
、
道
志
村
と
い
た
し

て
も
基
本
的
に
は
、
国
県
等
の
情
報
収
集

と
そ
れ
か
ら
民
主
党
政
権
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
新
政
権
へ
の

パ
イ
プ
作
り
を
模
索
し
道
志
村
に
と
っ
て

不
利
益
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
各
位
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
含
め

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

再
質
問

谷
相
に
抜
け
る
道
の
件
で
す
が
、
設
計

変
更
等
が
あ
っ
て
橋
が
も
う
少
し
上
が
ら

な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
も

う
上
が
っ
た
部
分
に
対
す
る
設
計
と
か
道

の
形
と
か
は
、
お
お
よ
そ
で
き
あ
が
っ
て

い
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

で
き
て
い
る
の
で
、
今
月
か
来
月
か
に

は
日
程
調
整
を
お
願
い
し
て
、
現
地
の
説

明
会
等
を
開
催
し
た
い
と
い
う
県
か
ら
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

再
質
問

そ
の
設
計
の
中
で
、
国
道
等
を
曲
が
る

部
分
が
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
か
と
い
う
話

が
、
前
回
の
現
地
説
明
の
時
に
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
の
取
り
扱
い
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

国
道
と
の
接
続
に
関
し
て
は
結
論
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
県
土
木
の
見
解
が
も

う
１
車
線
設
け
て
右
折
レ
ー
ン
を
造
れ
と

い
う
指
導
で
す
の
で
、
そ
の
方
向
に
対
す

る
解
決
方
法
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
に
き

て
お
り
ま
す
。
で
す
の
で
こ
の
事
業
に
関

し
て
は
、
国
道
ま
で
行
か
な
い
整
備
の
変

更
も
あ
り
う
る
も
の
と
考
え
て
い
い
ま

す
。再

質
問

た
と
え
ば
こ
の
中
山
間
地
域
事
業
を
途

中
で
打
ち
切
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
国
道
に
つ
な
が
ら
な
い
ま
ま

止
め
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長
（
池
谷
忠
）

起
終
点
の
場
所
を
変
え
る
と
い
う
、
区

間
の
変
更
も
あ
り
う
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
年
度
も
決
ま
っ
て
い
る
し
、

ど
こ
が
適
切
な
の
か
と
い
う
と
こ
を
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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支給対象者のみなさまへ
厚生労働大臣 長�妻　　昭

お　詫　び
子育て応援特別手当（平成 21年度版）の執行停止について

みなさまに、お詫びを申し上げなければならないことがございます。
子育て応援特別手当（平成 21年度版）に関しまして、その趣旨を活かしつつ、より充

実した新しい「子ども手当」の創設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を停
止させていただくことといたしました。

この子育て応援特別手当（平成２１年度版）では、本年度において小学校就学前３年間
に属するお子様一人あたり、３万６千円を支給することとなっていました。

支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑をおかけいたしましたことを心
よりお詫び申し上げます。

私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる社会の構築に向けて、より一層
の努力を続けてまいる所存でございます。

今後ともご指導を賜りますよう何卒、よろしくお願い申し上げます。
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新型インフルエンザワクチンの接種がいよいよ始まります。
ただし、今回のワクチン接種にあたっては、死亡や重症化する可能性の高い方や、そういう方の
治療に従事する者を優先するということになっており、誰でもワクチン接種を受けることができ
るものではありません。
現時点で、国から示されている情報をもとに、新型インフルエンザワクチンに関する情報をお

伝えします。まずは、ご自分や家族が優先接種対象になっているかをご確認ください。

新型インフルエンザワクチンの
　　　　　接種が始まります！
新型インフルエンザワクチンの
　　　　　接種が始まります！
新型インフルエンザワクチンの
　　　　　接種が始まります！

優先接種の対象者 優先接種対象者と優先する理由は以下のようになっています。

【問合わせ先】 住民健康課　衛生担当・保健師　☎0554－52－2113

＊１　基礎疾患の分類は以下のとおりです。（詳しくは主治医にご相談ください）

＊２　１歳未満の小児の保護者及び優先接種対象者のうち、身体上の理由により予防接種が受けられない者の保護者等
重要：優先接種の対象者の中で、生活保護世帯・住民税非課税世帯については、国の基準で全額補助

いたしますので、かならず接種前に、役場　住民健康課で手続きをして下さい。

※村での公費負担については、検討中ですので決定した時点で、個別端末等でお知らせいたします。
※上記優先接種の対象者以外の接種時期等についても、決定されたところでお知らせします。

インフルエンザ患者から感染するリスクが高い。また、
業務量負荷の増大が懸念され、医療体制に支障を来すお
それがある。

必要な医療体制を維持するために接種が必要
他の者と比較し、新型インフルエンザに罹患して、重症
化、死亡する割合が高い。

死亡者や重症者を減らすために接種が必要
10 歳未満の小児の罹患率が高く、重症例が多くみられ
ている。

死亡者や重症者を減らすために接種が必要
＊ただし、１歳未満の小児は、予防接種による効果が小

さい（または接種できない者がいる）ため、保護者に
接種

発症者の半数が 10 代の若年層。発症者数が多いため、
相対的に重症者が多数発生するおそれあり。

死亡者や重症者を減らすために接種が望ましい。
現時点では、発症者は少ないが、今後患者数が増加した
場合、重症化する高齢者が多数発生する可能性がある。

死亡者や重症者を減らすために接種が望ましい。

医療従事者【10 月下旬】
（インフルエンザ患者の診療

に従事する者　）

妊　　　婦【11 月上旬】

基礎疾患を有する者（＊１）

【11 月上旬】

１歳～小学校３年生
【12 月中旬】

１歳未満の小児の保護者
等【1 月上旬】（＊２）

優
先
接
種
対
象
者

１

２

３

４

５

そ

の

他

小学校４～６年生【1 月中旬】
中学生・高校生相当

高齢者（65 歳以上）【1 月下旬】

対  　象　  者 理　　　　　　　　由

１. 慢性呼吸器疾患（気管支喘息や慢性閉塞性肺疾患）２. 慢性心疾患（心不全・狭心症状など）
３. 慢性腎疾患（透析患者等）４. 慢性肝疾患（肝硬変）５. 神経疾患・神経筋疾患（多発性硬化症・パーキンソン病など）
６. 血液疾患（白血病・悪性リンパ腫など）７. 糖尿病　８. 疾患や治療に伴う免疫抑制状態（悪性腫瘍・関節リウマチなど）
９. 小児科領域の慢性疾患（原則、小児慢性特定疾患受給者証を有している方）
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私
た
ち
に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
誕
生
日
が
あ
り
ま
す
。
11
月

20
日
の「
県
民
の
日
」は
、山
梨
県
の
誕
生
日
で
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
郷
土
の
生
い
立
ち
を
知
り
、
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
「
山
梨
」
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
、み
ん
な
で「
ふ
る
さ
と
の
誕
生
日
」を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
県
民
の
日
」
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
各
種
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

日
時
　
11
月
14
日（
土
）
～
15
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
容
　
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
多
数
の
展
示
や

体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
団
体
に
よ
る
活
動

内
容
の
発
表
の
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
県
有
施
設
の
無
料
開
放

11
月
20
日（
金
）
県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧
料
・
入
館
料
な
ど
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

●
市
町
村
有
施
設
の
無
料
開
放

11
月
20
日（
金
）市
町
村
、施
設
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事

高等工科学校

区分 資　　格募集種目 受付期間 試験期日 待遇 ・ その他

中学校卒業
（見込み含）
17才未満の男子

平成21年

11月１日

～
平成22年

１月８日

１次試験

平成22年

１月23日

現在大学で理学・工
学を専攻し、来春
３・４年次及び大学
院の学生で、26歳未
満（大学院生は、28
歳未満）の男・女

平成21年

12月１日

～
平成22年

１月15日

１次試験

平成22年

１月31日

・全寮制で、規則正しい団体生活を通じた教

育を実施

・高等学校の普通科と同等の教育を受講

・将来のためのテクノロジー教育を重視

・３学年終了時に高校卒業資格が得られ、防

衛大学校の受験も可能

・入学から約４年後３等陸曹に昇任し、定年

まで勤務が可能

・選抜試験に合格すれば幹部に昇任も可能

貸 費 学 生

・「合格発表後、22年４月から正規の修業年

限が終わる月まで毎月54,000円を貸与」

・夏休みを利用して将来勤務する研究開発機

関や部隊を研修

・卒業後は、陸・海・空幹部候補生として採

用され、幹部自衛官として必要な教育を受

講

・学資金は自衛官として一定年限以上勤務す

ると、返還を免除

平成21年度 自衛官等募集案内

最
年
少
の
国
家
公
務
員

自
衛
隊
の
奨
学
金
制
度

URLhttp://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

i-mode:// www.mod.go.jp/pco/yamanashi/i/index.htm

E-mail:hq1-yamanashi＠pco.mod.go.jp

応募希望者は下記までお問い合わせ下さい。

（１）自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所
住所：大月市御太刀２－８－10　 ☎０５５４－２２－１２９８

（２）自衛隊山梨地方協力本部　募集課
住所：甲府市北新１－７－９　　 ☎０５５－２５３－１５９１(代)

問合わせ先
県民の日記念行事実行委員会
事務局（県民生活・男女参画課内）
☎０５５‐２２３-１３５０
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16

23
勤労感謝の日

2 7
午前中のみ診察

6

14
午前中のみ診察

21
午前中のみ診察

28
午前中のみ診察

5
研修のため休診

12
研修のため休診

19
研修のため休診

26
研修のため休診

12／3
研修のため休診

12／4 12／5
午前中のみ診察

4
午後：中学校強歩前検診

11

18
午後：就学時健診

25

12／2

3
文化の日

10
午後：小学校強歩前検診

9

17
午前：胃カメラ

24
午前：胃カメラ

12／1
午前：胃カメラ

30

8

1

15

22

29

13
午前：保育所検診

20

27
午後：乳幼児検診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

十
一
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
●まずはじめに、私のインフルエンザ感染により 10月 20－24 日の間診療所を休診してしまったことを、
この場をお借りしお詫びいたします。自身の健康管理を見直し、より万全な診療体制を整えていきたいと
思います。

●今月は新型インフルエンザについてのお話です。その臨床的特徴は以下のようになっています。
[潜伏期間]１～７日(１～４日が多い)
[臨床症状]�発熱、悪寒、頭痛、上気道症状（咳、咽頭痛、鼻汁、息切れ）、筋肉痛、関節痛、倦怠感、

嘔吐、下痢
[感染能力]�発症１日前から発症後７日
[感染経路]�飛沫感染（2m以内は注意必要）、手指を介した感染(手指→鼻腔や粘膜に付着→体内に侵入）
感染対策としては、やはり飛沫予防策＋手指の手洗いが基本なので、咳エチケット を徹底しましょう！
咳エチケット…1）咳やくしゃみをしている人からなるべく離れる

2）咳やくしゃみをするときは、他の人から顔をそらせ、ティッシュなどで口と鼻を覆う
3）咳やくしゃみを抑えた手を洗う（石鹸を使って、15秒以上かける）
4）咳やくしゃみが出ている間はマスクを着用

●続いて新型インフルエンザの予防接種についてです。まだ未確定な部分はあるのですが、10月 20 日現
在での決定事項をお知らせします。以下は対象者ごとの接種スケジュールです。いずれも２回接種。

優先接種対象者 ①基礎疾患を有する者（11月中旬～）
②妊婦（１１月中旬～、主治医の医療機関での接種）
③１歳から小学校３年生に相当する年齢までの者
（うち就学前：12月上旬～、小学生：12月中旬～）

④１歳未満の小児の保護者（来年１月上旬～）
その他の者　　　⑤小学校４年生から６年生まで、中学生、高校生に相当する年齢の者（来年１月中旬～）

⑥65歳以上の者（来年１月中旬～）
供給される本数には限りがあり、希望される方すべてに接種することは困難です。予約制とする方針で

すが、基本的にかかりつけの医療機関で接種をするようにしてください。①に該当する方については供給
数を見ながら、診療所から優先接種の必要な方に連絡することを検討しております。《予約方法等につい
ては詳細が決まり次第、広報を通じて連絡いたします。》不明な点等がありましたら、お気軽にお問い合
わせください。
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狩
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
普
段
で

き
な
い
体
験
に
、
ど
の
学
年
の
子

ど
も
た
ち
も
眼
を
輝
か
せ
、
充
実

し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

６
年
生
は
、
加
入
道
山
へ
の
登

山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
苦
し
い
上

り
坂
も
あ
り
ま
し
た
が
、
励
ま
し

あ
っ
て
登
り
ま
し
た
。
頂
上
で
の

お
弁
当
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

10
日
１
・
２
日
の
２
日
間
、
㈶
横
浜
市

体
育
協
会
の
ご
招
待
で
、
今
年
も
５
年
生

が
横
浜
訪
問
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
川
井

浄
水
場
で
は
、
道
志
川
の
水
が
ど
の
よ
う

に
し
て
横
浜
市
民
の
飲
用
水
に
な
っ
て
い

く
の
か
見
学
を
し
な
が
ら
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
万
騎
が
原
小
学
校
訪
問
で
は
、
９

月
に
道
志
小
学
校
で
の
交
流
会
で
仲
良
く

な
っ
た
友
達
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
一

緒
に
給
食
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
横
浜
市
の
海
事
広
報
艇

「
は
ま
ど
り
号
」
へ
乗
船
し
て
横
浜
港
の

見
学
を
し
ま
し
た
。
中
華
街
で
の
自
由
散

策
や
食
事
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
か
ら

の
素
晴
ら
し
い
夜
景
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
日
目
は
横
浜
こ
ど
も
科
学
館

で
、
様
々
な

体
験
活
動
を

楽
し
み
ま
し

た
。横

浜
訪
問

を
通
じ
て
、

ふ
る
さ
と
道

志
村
に
つ
い

て
考
え
る
良

い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

学校だより 道志小学校 (第45号）

９
月
25
日
、
１
・
２
年
生
、

３
・
４
年
生
の
バ
ス
遠
足
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
甲
府
方
面
の

天
候
は
と
て
も
良
く
、
暑
い
く
ら

い
の
一
日
で
し
た
。
１
・
２
年
生

は
万
力
公
園
・
フ
ル
ー
ツ
公
園
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ツ
公

園
の
ア
ク
ア
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で

は
、
遊
具
を
使
い
思
い
き
り
水
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

３
・
４
年
生
は
県
立
博
物
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
山
梨
県
の
昔
の

生
活
に
つ
い
て
の
展
示
を
見
た

り
、
昔
の
人
の
服
装
を
着
て
み
た

り
と
楽
し
い
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
金
川
の
森
公
園
で

お
弁
当
を
食
べ
、
勝
沼
で
ブ
ド
ウ

◎
全
力
を
つ
く
し
た

運

動

会

◎
楽
し
か
っ
た
遠
足

◎
横
浜
訪
問

ま
さ
に
運
動
会
日
和
と
な
っ
た

９
月
５
日
、
道
志
小
学
校
の
運
動

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
２

週
間
の
取
り
組
み
な
が
ら
、
全
校

児
童
が
精
一
杯
の
演
技
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
Ｐ
Ｔ

Ａ
競
技
や
親
子
競
技
で
は
、
来
賓

の
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
元
気

い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
り
組
み
会
場

を
わ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

高
学
年
を
中
心
と
し
た
係
活
動

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
の
方
の
協
力
で

運
動
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
最

後
に
大
人
も
子
ど
も
も
ひ
と
つ
の

輪
と
な
り
、
道
志
音
頭
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
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◆
七
里
ホ
タ
ル
を
と
も
す
会

会

員

募

集

！

道
志
村
観
光
協
会
で
は
、『
七
里
ホ
タ
ル

を
と
も
す
会
』の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、

・
村
内
の
ホ
タ
ル
生
息
調
査

・
ホ
タ
ル
生
息
環
境
づ
く
り

・
ホ
タ
ル
祭
り
運
営

を
実
施
し
、水
源
の
郷「
道
志
村
」を
村
内

外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

水
源
の
郷「
道
志
村
」に
ホ
タ
ル
の
光
を

一
緒
に
「
と
も
し
」
ま
せ
ん
か
？

申
し
込
み
期
限
　
11
月
25
（
水
）
ま
で

問
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み

道
志
村
観
光
協
会

☎
52−

１
４
１
４

◆
つ
る
し
雛
サ
ー
ク
ル

会

員

募

集

！

サ
ー
ク
ル
で
は
、素
材（
古
布
）に
拘
り

つ
る
し
雛
を
製
作
し
て
お
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

つ
る
し
雛
は
、「
わ
が
子
の
倖
せ
と
健
康

を
一
針
の
糸
、古
い
端
切
れ
に
想
い
を
託
し

祈
り
を
籠
め
た
素
朴
な
ひ
な
祭
り
で
す
。」

日
時
　
11
月
20
日
（
金
）

12
月
18
日
（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

※
１
月
か
ら
は
、
第
４
金
曜
日
に
実
施

し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み

滝
沢
智
恵
子

☎
52−

１
６
６
７

▲
十
一
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
離
乳
食
・
手
づ
く
り
お
や
つ
を

作
っ
て
試
食
し
て
み
よ
う
！

日
時
　
11
月
10
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
・
お
や

つ
作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま

す
。
簡
単
に
作
れ
て
お
い
し
い

お
や
つ
や
離
乳
食
が
好
評
で
す
。

◎
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
棒
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

日
時
　
11
月
24
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
高
瀬
浩
子
さ
ん

内
容
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ

棒
な
ど
お
子
さ
ん
が
遊
べ
る
お

も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師(

伯
耆
・
宮
下
）

☎
52−

２
１
１
３

横
浜
市
水
道
局
水
源
林
管
理
所
か
ら

○
横
浜
市
水
道
局

水
源
林
管
理
所
見
学
会

道
志
村
村
制
１
２
０
周
年
文
化
週
間
に

あ
た
り
、
水
道
局
で
も
日
ご
ろ
の
感
謝
を

こ
め
て
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
昔
の
写

真
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
31
日
（
土
）
～

11
月
６
日
（
金
）

時
間
　
午
前
11
時
か
ら
12
時
、

午
後
１
時
か
ら
２
時

（
各
回
１
時
間
）

問
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み

横
浜
市
水
道
局
水
源
林
管
理
所

☎
52−

２
０
０
４

山
梨
労
働
局
長
か
ら

山
梨
県
最
低
賃
金
が
１
時
間
６
７
７
円

（
１
円
引
き
上
げ
）
に
な
り
ま
し
た
。

「
山
梨
県
最
低
賃
金
」は
、平
成
21
年
10

月
１
日
よ
り
現
行
の
１
時
間
６
７
７
円
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、山
梨
労
働
局
賃
金
室（
０
５
５
−２
２

５
−２
８
５
４
）
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

募
集

子
育
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０
９

本
校
で
は
、
視
覚
障
害
教
育
に
関
す
る

一
層
の
御
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

ま
た
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、次
の
よ
う
な
要
領
で「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０
９
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
視
覚
や
見
え
方
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、入
学
を
希
望
し
て
い
る
方
は
、

是
非
こ
の
機
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

期
日
　
11
月
14
日
（
土
）

受
付
　
午
前
９
時
か
ら

終
了
　
午
後
０
時
30
時

場
所
　
山
梨
県
立
盲
学
校

甲
府
市
下
飯
田
２
‐10
‐２

内
容
　
学
校
概
要
説
明
（
学
校
紹
介
ビ

デ
オ
）、
寄
宿
舎
見
学
、
授
業
公
開
、
校

舎
見
学
お
よ
び
入
学
説
明
会
・
相
談
会

そ
の
他

車
で
来
校
さ
れ
る
場
合
は
、
体
育
館

西
側
の
駐
車
場
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
し
ま
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

http:///w
w
w.ysvi.kai.ed.jp/

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
（
教
務
係
）

（
白
倉
明
美
、
保
坂
秀
次
郎
）

☎
０
５
５−

２
２
６−

３
３
６
１

fax
０
５
５−

２
２
６−

３
３
６
２

○
冬
のE

y
e
 

愛
ひ
と
み
相
談
会

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
及
び
会
場

12
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

山
梨
県
立
盲
学
校

甲
府
市
下
飯
田
２
‐10
‐２

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。

※
�こ
れ
は
、本
校
へ
の
入
学
相
談
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。受
付
時
間
は
、平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
（
佐
田
）

☎
０
５
５−

２
２
６−

３
３
６
１

fax
０
５
５−

２
２
６−

３
３
６
２

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
か
ら

○
緊
急
離
転
職
者
訓
練

【
介
護
・
医
療
事
務
科
】

訓
練
内
容

医
療
事
務
全
般
及
び
介
護
事
務
全
般

の
知
識
を
習
得
す
る
。

募
集
期
間

11
月
２
日
～
30
日

訓
練
期
間

平
成
22
年
１
月
７
日
か
ら

平
成
22
年
３
月
30
日
ま
で

時
　
間

午
前
10
時
～
午
後
５
時

訓
練
場
所

(株
)ニ
チ
イ
学
館
富
士
吉
田
教
室

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
枚
畠
６
５
３
７

受
講
料

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
負
担

と
な
り
ま
す
。

対
象
者

求
職
者
で
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が

受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
す
る
方

が
対
象
で
す
。

定
　
員

20
名

応
募
方
法

所
定
の
入
校
願
書
に
顔
写
真
を
貼
付

の
う
え
、
住
所
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
応
募
書
類
は
、各
公
共
職
業
意

安
定
所
に
あ
り
ま
す
。）

問
合
わ
せ
先

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

（
都
留
市
小
形
山
一
番
地
）

☎
０
５
５
４−

43−

８
９
１
１

（
財
）
山
梨
県
体
育
協
会

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
か
ら

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
21
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会

開
催
日
　
12
月
５
（
土
）

受
付
�午
前
８
時
30
時
～

場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
体
育
館

対
　
象
　
小
学
校
１
～
３
年
生

チ
ー
ム
構
成
　
７
～
10
人
（
競
技
は

６
名
で
行
う
。）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
３
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送・ま
た

は
窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

11
月
９
日
（
月
）
～
23
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
し
込
み
先
　

〒
４
０
３
‐
０
０
０
５

富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

（
財
）
山
梨
県
体
育
協
会

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
５
５
５−

24−

３
６
５
１
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道志村トピックス

平
成
二
十
一
年
度

道
志
村
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
防
げ
な
い

「
地
震
よ
り
怖
い
の
は
ま
さ
か
来
な
い

と
い
う
自
信
」
で
す
。
地
震
が
発
生
し

た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
い
ざ
と
い
う
時
の

準
備
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
が
地
震
に
つ
い
て
の
関
心
を
持

ち
、
地
震
発
生
時
の
安
全
確
保
や
非
常

持
出
品
に
つ
い
て
、
普
段
か
ら
家
庭
で

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

９
月
27
日（
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
、

村
内
７
会
場（
旧
月
夜
野
分
校
校
庭
、旧

久
保
分
校
校
庭
、村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

熊
野
八
幡
神
社
境
内
、
渡
建
工
業
駐
車

場
、
善
之
木
精
米
所
前
、
善
之
木
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
に
て
消
防
団
を

中
心
に
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
48
回
村
民
体
育
祭
り
の
開
催

体
育
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
秋
晴
れ
の
天

候
に
恵
ま
れ
、
10
月
４
日
（
日
）
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
48
回
村
民
体

育
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
を
通
じ
て
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
、
各
地
区
の
親
睦
と
交
流
を
図
る
た

め
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

昼
食
時
に
は
こ
ど
も
太
鼓
ク
ラ
ブ
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

結
果
は
久
保
チ
ー
ム
が
優
勝
、
長
幡

西
チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

中
国
青
年
代
表
団
が

森
林
保
全
活
動
体
験

こ
の
事
業
は
、
21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青

少
年
大
交
流
計
画
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
、
中
国
青
少
年
を
日
本
に
招
い

て
、
日
本
人
青
年
と
の
交
流
を
通
じ
て

相
互
理
解
を
深
め
、
健
全
な
日
中
関
係

の
構
築
の
た
め
の
知
日
派
の
育
成
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
受
入
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
に
従
事
す
る
専
門
家
・
青
年
等

で
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
中
国
人
59
名
が

10
月
17
日（
土
）来
村
し
ま
し
た
。横
浜

の
貴
重
な
水
源
地
で
あ
る
道
志
村
と
の

関
係
や
水
源
涵
養
林
に
つ
い
て
の
保
全

の
仕
組
や
関
わ
る
人
々
、自
然
環
境
へ
の

取
り
組
む
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、昼
食
を
交
え
て
の
意
見
交
換
会
や

実
際
に
林
業
体
験
す
る
な
ど
道
志
村
と

の
友
好
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
田
村
長
と
李
団
長
に
よ
る

記
念
品
の
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
志
林
間
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
開
催

10
月
25
日
（
日
）
、
あ
い
に
く
の
小

雨
模
様
の
中
、
第
11
回
道
志
林
間
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
村
内

外
の
１
４
４
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
雨
の

中
で
し
た
が
快
走
し
、
全
員
完
走
し
ま

し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
３
Ｋ

１
位
　
斉
藤
英
俊
・
巧
巳

男
女
ペ
ア
３
Ｋ

１
位
　
吉
田
寿
文
・
理
恵

小
学
生
男
子
３
Ｋ

小
学
生
女
子
３
Ｋ

１
位
�松
村
直
樹
　
１
位
�渡
辺
野
乃

中
学
生
男
子
５
Ｋ

中
学
生
女
子
５
Ｋ

１
位
�佐
藤
勇
也
　
１
位
�栗
田
美
咲

一
般
男
子
５
Ｋ

一
般
女
子
５
Ｋ

１
位
�中
村
英
樹
��１
位
�三
浦
ヨ
シ
子

一
般
男
子
10
Ｋ

一
般
女
子
10
Ｋ

１
位
�重
松
恵
輔
　
１
位
�矢
田
昌
代
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武居さんで44人目となります。

「第61回人権週間」のお知らせ
12月10日は「人権デー」です。この「人権デー」というのは、昭和

23年の国連総会において世界人権宣言が採択されたことを記念して設け
られた日で、今年はそれから61年目の年です。

法務省と全国人権擁護委員連合会では、本年も12月４日から「人権デ
ー」の10日までの一週間を「人権週間」と定め、住民の皆様に人権の尊
重を呼び掛けております。

平成21年度啓発活動重点目標
「みんなで築こう　人権の世紀　〜考えよう　

相手の気持ち　育てよう　思いやりの心〜」

12／４(金) 10〜12時　やまゆりセンターにおいて、特設人権相談所
を開設しますのでお気軽にご利用ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

上
中
山
　
渡
辺
脩
大
（
し
ゅ
う
た
）
く
ん

（
届
出
人
）渡
辺
　
純

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

下
善
之
木
　
杉
本
清
子
　
　
　
八
七
歳

（
九
月
届
出
）

慶

弔

菊の花言葉：わたしは愛する

菊の栽培が盛んになったのは、冬に芽をとり、春に
植え、夏に成長させ、秋に鑑賞するといった具合で、
稲の栽培と類似していることが影響しているとの説も
あります。手塩にかけた立派な菊をお借りして、やま
ゆりセンターで開催の文化週間イベントに彩りを添え
ていただいておりますのでご鑑賞ください。

〜男のロマン？〜

長又
武居 信喜さん

すみ子さん

この自然環境に憧れて、“定年後には移住

しよう！”と、10年ほど前に不動産を求め、

休日には東京世田谷区から長又まで村内六里

を、夢を膨らませながら往復していました。

ところが、四季の彩りに益々魅せられ、２年

前に早期退職し、転入してしまいました。

以前は、背広にネクタイ、カバンを持って

電車で通勤し、昼夜を問わず人とパソコンを

相手に仕事をしていました。現在は、作業

着、麦藁帽子、ゴム長に鍬を持ち、自給自足

を目指して家庭菜園で汗を流し、一喜一憂し

ています。全く正反対の生活模様です。

東京で生まれ育ち、東京で仕事をしていた

私にとって、“この世に生きて二度の人生を

味わっている！”という実感があります。妻

も、あの騒音と雑踏の中から解放され、静か

な環境の下、野鳥のさえずりや川のせせらぎ

を聞きながら散策をしたり、手芸や園芸を楽

しむことができて喜んでいます。これが、

“男のロマン”かな？、と感じているところ

です。

今後は、「道志七里物語」を片手に、道志

の歴史と文化を探訪したいと思います。ま

た、「道志案内仕隊」や６月にオープンした

「やまゆりセンター」の施設管理者などの仲

間入りをさせていただいており、皆様とのお

付き合いを一層深めさせていただきたいと思

います。どうぞよろしくお願い致します。

深
ふか

澤
さわ

栞
しおり

ちゃん（竹之本）

平成19年２月23日生
父  英貴さん　母  由美さん

黄
錦
（
皇
帝
作
り
）

東
神
地
　
山
口
一
成
さ
ん
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昭和25年5月　　富士急バス開通式　道志館前にて

道志村制120周年
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勤労感謝の日の由来 勤労感謝の日は、1948年に制定されましたが、それ以前は「新嘗祭（にいなめ
さい/しんじょうさい）」と呼ばれる農作物に感謝の恵みを感じる日でした。この新嘗祭は、「瑞穂の国」
（古代日本の美称で稲穂のたわわに実る状態を意味する）でその最高責任者である天皇が国民を代表し
て、農作物の恵みに感謝する日です。新嘗とはその年収穫された新しい穀物のことをいいます。働くこ
とは素晴らしいことですね。沢山の色々なものが生み出されます。人々に感謝されるものを生み出して
いきましょう。そしてこの日はいつも一生懸命働いている隣人、そして自分にご褒美をあげましょう。

Ｈ21.10.１現在　世帯数：623世帯　人口：1981人 (男：989人　女：992人）発行　道志村役場

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
ち
な
み
、
今
年
一
年
間
道
志
村
の
昔
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
道
志
村
の
過
去
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
先
人
達
の
歩
ん
だ
足
跡
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
掲

載
を
希
望
し
た
い
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
今
後
村
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

写真提供：山口静代さん、山口法邦さん

歳 時
記

昭和36年1月　道志村消防団出初式


